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企画提案書及び見積作成要領 

１． 企画提案書（提案概要） 

 本件の業務に関する基本的な考え方及びに取り組み方針等については、超高速インターネッ

ト接続環境整備も踏まえて以下の分類に沿い、特に配慮した点を含め、提案すること。 

 

（１） 基本方針 

① 会社概要 

② 企業の海底光回線敷設工事の施工実績 

③ 企業職員技術者の施工実績 

④ 企業職員技術者要員等の有資格者数 

⑤ 本事業に当たっての基本方針 

⑥ 構築に当たっての基本方針 

 

（２） 対象範囲 

① 基本幹線（海底光ケーブル敷設） 

●新潟県村上市の本土陸揚地施設⇔新潟県粟島浦村陸揚施設 

●２ル－ト冗長化 

 

 ネットワーク構成 

 海底光回線は、2ル－ト冗長化とする。 

  



表 1．接続施設 

① 公共施設 

番号 施設名 住所 

1 粟島浦村小中学校 新潟県岩船郡粟島浦村 162 

2 粟島浦村役場 新潟県岩船郡粟島浦村字日ノ見山 1513-11 

 

（３） 完成期日 

  令和３年度中の完成とする。 

 

（４） ネットワーク手法 

① 海底光ケーブル敷設は断線障害に備え新潟本土側の陸揚げは、ループ化を図るものと

する。 

② ネットワークの監視やアクセスログが収集できる構成とする。（職員研修含む） 

③ 安定した保守運用管理の体制ができるものとする。 

 

（５） 海底ケーブル敷設基準 

基準項目 内訳 留意事項 

１． 海底ルート 

 

 

 

新潟県村上市本土と新潟県粟島浦村 新潟県村上市の陸揚げ地は

特にこだわらない。ただし、陸

揚げ地点の安全と保安の対策

を行う事。 

２. 海底ケ－

ブル 

海底ケ－ブル芯数は、携帯キャリア等の利用

も考慮し、国際規格の推奨する規格とする。 

推奨する芯数の線数と理由を

提示。 

3.海底ケ－ブ

ル見積範囲              

     

                             

1.事前調査 調査設計費 

   海上測位、海底地形測量、地層探査 

   海面探査、潜水探査 

２.本土側陸揚 調査工事費 

   陸揚地特殊工事、局舎現地調査・設     

   計、局舎建設 

3.物品費 端局装置 

4.補償 漁業補償、認許可、占有費             

2の陸揚げについいては、そ

の工事詳細を記入する。また、

土地所有か借地等の占有かも

明記する。局舎については既

存施設か新規建設かも明記す

る。 

4の補償等については、概算

金額とする。 

4.契約  設計管理施工一式 設計管理施工を含む契約。 

 



（６） 通信基盤整備後のランニングコスト 

ランニングコストは海底ケーブル系と地上系に大別し、且つ運用コストと保守コストに別け

て計上する。 

＜参考例＞ ランニングコスト 

     

区分 項目 費用 詳細費目 試算結果 総計額 

運用 陸揚施設・役場等設備 運用費 年間   

海底ケーブル 運用費 年間   

保守 陸揚施設・役場等設備 保守費 年間   

海底ケーブル 保守費 スポット契約 注 1）  

 使用料 公有土地水

面 

  

注１）海底ケーブルの保守費はスポット契約とするが、参考までに保守費（年間）を計上する。提

出様式は問わず（見積費用とは別途） 

注 2) 陸上部通信機器運用、保守とわけて詳細を明記する。 

    1.年間電気代金 (粟島浦側と本土村上市側)  

    2.年間点検費用 

    3.保守体制維持費 (不具合の即日対応の費用) 

    4.機械保守費 (機械メ－カ－即時対応費用) 

   5.通信機器の更新間隔及び価格 (価格については、本体価格と設置費用にわけて明記

すること)     

注 3) 水中部点検費用 毎年か隔年かを明記する。 

    1.ダイバ－による、埋設したケ－ブルの異常確認 

    2.調査箇所や調査日数を明記する 

    3.修理船の定額的な維持管理料金がある場合は、金額と根拠を明示する。 

 注 4) ケーブル障害修理費用 

   1.障害修理場所の海域 

   2.修理船の費用 

   3.障害修理日数 

    

（７） サポート・保守体制 

(ア) 構築後の保守体制 

(イ) 保守の具体的な手法 

(ウ) 同一事業での保守実績 

(エ) 保守費用見積作成に当たっての考え方 



２． 見積書 

 企画提案書に記載されている内容の費用等について、以下の分類に沿い見積書を提出する

こと。 

 

（１） 海底ケーブル敷設費 

（２） 本土陸揚間費 

（３） 保守・運用費 

 

３． プロポーザルの方法 

公募型プロポーザルにより、契約候補者を決定する。 

 

４． 提案者の要件等 

（１）提案者の形態は単体企業とする。 

（２）民事再生法（平成 11年法律第 225号）第 21条第 1項に規定する再生手続開始

の申立てがあった者（同法第 33条第 1項に規定する再生手続開始の決定がされ

たものを除く。）又は会社更生法（平成 14年法律第 154号）第 17条第 1項に規定

する更生手続開始の申立てがあった者（同法第 41条第 1項に規定する更生手続

開始の決定がされたものを除く。）でないこと。 

（３）地方自治法施行令（昭和 22年政令第 16号）第 167条の 4第 1項各号に掲げる

者でないこと。 

（４）提案募集に係る公告の日から契約候補者の選定の日までの期間に、粟島浦村工事

請負契約等に係る入札参加停止措置要綱に規定する入札参加停止の期間中の者

でないこと。 

（５）建設業法（昭和 24年法第 100号）の規定に基づき、電気工事及び電気通信工事

に係る建設業の許可を取得している者で、当該許可を受けてからの営業年数が 3

年以上の者であること。 

（６）建設業法の規定に基づき、適正な技術者を工事に専任で配置できること。 

（７）地方税及び国税の滞納がないこと。 

(8)平成 20年度以降に、公共施設等に係る同種業務または類似業務を受注し、かつ履

行した実績を有する者。 

 

  



５． 審査方法 

提出された提案書と見積書について、粟島浦村で組織する審査委員会が選定する。

優先交渉権者の選定にあたっては審査委員会が定める審査方法により、総合的に最も

優れた提案をした１社を選定し、その者を本事業の工事請負契約者の優先交渉権者と

する。 

 

６． 審査結果 

審査結果は、企画提案書を提出したすべての企画提案事業者に通知する。なお、審査

結果に関する一切の意義等は受け付けない。 

 

７． 失格要件 

次のいずれかに該当する場合は、審査委員の合議により失格とする。 

（１）  提出期間経過後に書類の提出があった場合 

（２）  提出書類に虚偽の記載があった場合 

（３）  企画提案書を提出したものが、審査委員会員又は関係者と本計画に関する接触を求

めた場合 

（４） その他、審査員が不適当と認めた場合 

 

８． 提出書類 

(１) 企画提案書類の提出 

企画提案書については、企画提案書を提出するものが、粟島浦村海底光ケーブル敷設

交付金事業に係わる企画提案書及び見積の提出について、本事業スケジュ－ルに定める

日時までに提出するものとする。 

① 企画提案書 

② 見積書 

③ 通信基盤整備後のランニングコスト 

④ 会社概要（任意様式） 

⑤ 企画提案書受領書返信用封筒（持参の場合不要） 

※送付先明記のうえ切手を貼付する。(140円切手) 

  



(２) 提出書類の注意事項 

① 提出書類はすべて８部とする。 

② 印刷物とは別にデジタルデータ（PDF形式）を提出する。(１枚/CD-R媒体) 

③ 企画書に下記、参考図を添付すること。 

ア． 全体システム構成図 

イ． 海底ケーブルルート図 

ウ． 幹線ルート図 

④ 工程表（スケジュール）は契約締結から履行期限までのスケジュールを記述すること。 

⑤ 企画提案書は原則として A4判横長型横書きとする。なお、図面等本様式によること

が、困難なものにつえいては、この限りではない。 

⑥ 書類の綴り方 

  提出部数をまとめて提出する。 

  右上に整理番号を記載 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

(３) 共同事業体に取る参加条件 

共同事業体で応募する場合は、共同体における応募者の構成員間における責任分担、

出資割合、権利義務の譲渡の制限等につき、共同体構成時の協定書に準じた書面を作成

し、構成員総員で記名捺印のうえ提出すること。 

(４) 提出方法 

提出方法は一括して封筒（指定なし）に入れ、粟島浦村役場まで持参、または書留扱い

の郵送（期限までに配達されたものに限る。）で提出する。 

なお、本村は、郵送中の事故に伴う損害に関しては一切の責任を負わないものとする。 

(５) 再提出等 

提出した書類の再提出、差し替え及び修正は認めないものとする。 

企画提案書 

（様式 X） 

8 部  

見積書 

スケジュール 

企画書 

左上を一点留めする。（8 部） 

会社概要 



９． スケジュール 

番号 内容 期間 

１ 募集開始 令和 2年 8月 27日（木曜日）ホームページに掲載 

２ 質問受付 令和 2年 8月 27日（木曜日）から 

令和 2年 9月 10日（木曜日）17時までに電子メー

ル、またはファックスで 

３ 質問回答 令和 2年９月 11日（金曜日） 

４ プロポーザル参加申込書の提出 令和 2年 9月 4日(金曜日)17時必着 

５ プロポーザル参加承認の通知 令和 2年 9月 8日(火曜日)正午までに電子メールで 

６ プロポーザル企画提案書の提出 令和 2年 9月 14日(月) 17時必着 

７ プレゼンテーション 令和 2年 9月 15日(火曜日)9時から 13時  

８ 企画提案書審査会 令和 2年 9月 15日(火曜日) 

９ 選定結果の通知 令和 2年 9月 16日（水曜日) 

１０ 契約締結 令和 2年 9月下旬 

 

１０． プレゼンテーション方法 

① プレゼンテーションの場所は粟島浦村公民館とする。 

② プレゼンテーションの参加は最大 6名までの入室とする。 

③ プレゼンテーションで求める内容は企画提案書の表現を補足する。 

追加説明及び、審査委員からの質疑応答とする。 

④ 持ち時間として、40分、ヒアリング 20分以内程度とする。 

⑤ プレゼンテーションでの説明で提出資料以外の新たな追加説明は認めない。 

⑥ プレゼンテーションでプロジェクタの使用を認める（写真・イラスト）が、提出資料の範囲

内とする。 

⑦ プレゼンテーション参加に係る費用はすべて企画提案業者負担とする。 

 

  



１１． その他 

① 提案内容に関する照会先を明記すること。 

② 提出資料作成に係わる費用については、企画提案事業者負担とする。 

③ 企画提案業者が提出されたすべての資料は、村に帰属するものとし、一切返却しな

い。 

④ 本事業で採用した提案内容は、村との協議により変更することがある。 

⑤ 施工者はプロポーザルで提出した内容で施工を原則とし、真に必要な場合を除き、安

易なルート変更や資材変更による変更契約は認めないものとする。 

⑥ 選定結果等の詳細については公表せず、またその結果等についての異議、質疑等は

受け付けない。 

⑦ 本プロポーザルで知り得た情報は漏洩・並びに他に口外しない事を遵守すること。 

 

１２． 問い合わせ先 

住所： 〒958-0061 新潟県岩船郡粟島浦村字日ノ見山 1513-11 

電話： 0254-55-2111 

担当： 粟島浦村産業振興課  渡邉泰介 

メールアドレス： 2020.8.27.awashimaura@vill.awashimaura.lg.jp 

 


